
 友達に優しくすると友達だけではなく、相手も自
分も気持ちがよくなることに気付き、どんな人にも

親切にしようという心情を育てることをねらいとし

た授業であった。 
 「はしのうえのおおかみ」の資料を通して、初め
に「どうしておおかみはしんせつになったのだろう」
というめあてを子どもたちの言葉からたてて、学習
を進めていった。おおかみとうさぎの心情を、ピン
クと水色のハートメーターで表し、視覚的に心の変
容を捉えるしかけづくりがあった。資料から“親切”
について考えたあと、自分自身を見つめる時間を
設け、相手に親切にしたことを振り返った。学習の
振り返りは、①関心・意欲・態度②知識・理解③思
考・判断・表現の３観点で行った。 
 今年度、本校教育活動の大きな柱となっている
「学級風土づくり」においても「受容の反応あいうえ
お」を大切にした学級経営をしており、温かい雰囲
気で授業が進んでいった。 
 本校の道徳主任の提案授業として、道徳の教科
化へ向け、授業の視点を明確にするものであり、
本校の研究も視点も十分取り入れられたという点
でも意義のある授業であった。（文責：西田） 
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授業者：赤星 有希子 教諭 
教科等：道徳「はしのうえのおおかみ」 


